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第 7 章では、検査対象内のき裂数が未知の場合に受動型電気ポテンシャル CT 法を適用し、き裂数があらかじめわ
からない場合においても、き裂の個数、ならびにき裂の位置および形状が推定できることを明らかにしている。





























(4) 受動型電気ポテンシャル CT 法による三次元表面き裂の同定に関して、検討を行っている。まず、測定面の背面
に開口している表面き裂が存在する場合には、特徴的な電気ポテンシャル分布が表れ、そのことに着目したき裂
同定手法を構築し、き裂の同定が可能であることを明らかにしている。
(5) 受動型電気ポテンシャル CT 法による、コンポジット積層板内の二次元はく離状欠陥の同定を行っている。コン
ポジット積層板で問題となる層間はく離に対しても、 3 点曲げ変形を与えることにより、ピエゾフィルム上に現
れる電気ポテンシャル分布から欠陥同定が可能になることを見いだしている。
以上のように、本論文は、種々のき裂や欠陥に対して、ヒ。エゾフィルム上に表れる電気ポテンシヤル分布の特性を
明らかにし、その特性に着目したき裂・欠陥同定法を構築し、その適用性を明らかにしている。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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